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１．目 的  

本事業は、環境保全効果等について客観的な

評価が行われていないために普及が進んでいな

い環境技術について、その環境保全効果等を第

三者が客観的に実証することにより、環境技術

実証の手法・体制の確立を図るとともに、環境

技術の普及を促進し、環境保全と環境産業の発

展を促進することを目的とするものである。  
 
２．方 法  

環境技術は公募により募集し、２件の応募の

中から１技術を選定した（第１図）。  
夏季に底層水が貧酸素化する高石漁港に実証

対象機器を２基設置し、平成 19 年 8 月 1 日～

11 月 2 日の間に連続運転した（第２図）。  
 曝気による貧酸素化の改善効果を実証するた

め、港内・港外において、溶存酸素（Dissolved Oxygen、以下 DO）等について連続調査、

定点調査を行った。また、参考項目として水質、底質、底生生物、大型海産動物について

も調査を行った。  
 なお、現場調査は主に水産研究部が行い、委員会運営は企画調整部技術普及課が行い、

他に環境農林水産部環境管理室環境保全課、同部水産課の御協力をいただいた。  
 
３．結果および考察  
１）機器の運転については 1 ヶ月に 1 回程度の定期的なメンテナンスが必要と考えられた

が、機器の耐久性に問題は見られなかった。  
２）漁港の隅に閉鎖的な海域 (約 94 ㎥ )を作った中で機器を 1 基運転したところ、約 30 分

で 4.4mg/L から 6.1mg/L へと速やかに上昇した。酸素に関する総括物質移動容量係数は

2.3(1/h)であった。また、酸素移動効率は 54%であった。  
３）装置１、２を設置した約 25ｍ四方の海域（実証領域）の底層 DO 濃度を上昇させるこ

とを目標としたが、定点調査の結果では、明確な DO 濃度上昇効果は装置の近傍におい

てのみ見られた。連続調査の結果では、実証領域と港外対照領域の底層 DO 濃度の差に

おいて、経時的に実証領域の底層 DO 濃度が改善する様子が窺えた。参考項目について

は、DO 濃度の上昇に影響されたと考えられるような顕著な変化は見られなかった。  
４）実証領域全体で明確な効果が見られなかった理由は明らかに出来なかったが、開放系

における曝気気泡の動向把握や、装置の設置方法等の改良が必要と考えられた。また底

質改善や実証領域の閉鎖性を高める等の他の技術との組み合わせも有効と考えられた。  

第 1 図 実証対象機器（曝気装置）  
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第２図 機器設置場所  




